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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県烏山土木事務所 2008-11-27 ～ 2009-03-10
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141.58 0.70 0.70

埋土
(FI)

141.08 0.50 1.20

表土
(SF)

139.38 1.70 2.90

固結粘土
(CC)

131.95 7.43 10.33

粘土混り
砂礫
(GS-C)

暗
茶
褐

茶
褐

暗
褐

暗
褐

軟
ら

軟
ら

中
位

中
ぐ
ら
い

密
な

礫混じり粘土主体。
礫径2から60mmの亜円礫混じる。

粘着中となり、火山灰質の砂混じ
る。

粘着中、凝灰質である。
礫径2から40mmの円、亜円礫混じ
る。含水比は中位。
全体に火山灰質の砂混じる。

礫径2から50mmの円、亜円、風化
礫主体。
礫間固結状の凝灰質粘土、粗細砂
にて充填。
3.80mより密となるが、粘土、砂
所々多く不規則に混じる為、ルー
ズとなる。
5.00m付近含水比は中位から高位
となり、やや緩くなる。
6.00m付近より含水比は下位から
中位。 01/26
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